
防災減災・県土強靱化対策特別委員会会議記録 

 

防災減災・県土強靱化対策特別委員長 御手洗 吉生   

 

１ 日 時 

   令和７年１２月３日（水） 午後３時３５分から 

                午後４時４６分まで 

 

２ 場 所 

   第３委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

御手洗吉生、戸高賢史、桝田貢、穴見憲昭、岡野涼子、中野哲朗、宮成公一郎、 

首藤健二郎、小川克己、御手洗朋宏、福崎智幸、成迫健児、原田孝司、堤栄三、 

佐藤之則 

 

４ 出席した委員外議員の氏名 

   吉村尚久、高橋肇 

 

５ 出席した参考人の職・氏名 

   国立研究開発法人産業技術総合研究所 

活断層・火山研究部門地震災害予測研究グループ主任研究員 吉見雅行 

 

６ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

７ 会議の概要及び結果 

（１）南海トラフ巨大地震について、参考人から意見聴取を行った。 

（２）県外調査の実施を決定した。 

 

８ その他必要な事項 

   な し 

 

９ 担当書記 

  政策調査課調査広報班 専門幹 佐藤達郎 

  政策調査課調査広報班 主事  德丸花帆 

政策調査課調査広報班 主事  瑞木彩乃 

  議事課議事調整班   主査  利根妙子 



第３回防災減災・県土強靱化対策特別委員会 
 

 

日時：令和７年１２月３日（水）本会議終了後  

場所：第３委員会室              

 

 

＜ 次 第 ＞ 

１ 開 会 

 

２ 参考人からの意見聴取          

 

３ その他 

 

４ 閉 会 
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別 紙 

会議の結果 

御手洗（吉）委員長 これより、第３回防災減

災・県土強靱化対策特別委員会を開催します。 

 本日は、委員外議員として吉村尚久議員と高

橋議員が出席しています。 

 本日は、第１回目の参考人の意見聴取を行い

ます。参考人として、国立研究開発法人産業技

術総合研究所の吉見雅行主任研究員に御出席い

ただいています。吉見主任研究員の御略歴は、

資料４ページに掲載しています。 

 発言いただく前に、私どもより自己紹介を行

います。 

 まず、私から、大分県防災減災･県土強靱化

対策特別委員会委員長の御手洗吉生です。吉見

主任研究員には、大変御多忙の中、御出席いた

だき誠にありがとうございます。本日は、本委

員会の検討テーマである南海トラフ巨大地震に

ついて、大分県の地震被害想定の見直し等に関

する有識者会議の会長でもあるお立場から、御

所見等をお聞かせいただきたいと思います。 

本日は、どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、本日出席の委員及び委員外議員よ

り、お一人ずつ自己紹介をお願いします。 

〔委員及び委員外議員自己紹介〕 

御手洗（吉）委員長 これより、吉見主任研究

員に、御発言いただきます。 

吉見主任研究員 本日は、お招きいただきあり

がとうございます。私、吉見と申しまして、皆

さんのお手元に略歴があるかと思いますが、こ

こで簡単に自己紹介させていただきます。 

 私自身は、略歴にあるように土木出身でござ

いまして、そこから大学院の方では、地震研究

所の方に土木の学生として在籍して、そこで博

士を取ったというような者です。 

 現在は、国立研究開発法人の産業技術総合研

究所と、前身でいうと昔の工業技術院にあたる

ところですが、そこの地質調査所という日本で

一番古い研究所の、そのまま続いている組織で

はあるんですけども、地質調査を主に担ってい

る組織で働いております。 

 私自身は、土木だったり地震だったりという

ことを専門としておりますので、そういった専

門をいかしつつ、地質の方々と活断層を調べた

りとか、そういう方々といろいろ調査をすると

いうことをしてまいりました。 

 大分県との関わりですが、２００６年に、初

めて私の方で大分平野の大規模な地下構造調査

というのがありまして、そこで関わり始めまし

た。その後、文部科学省の委託事業などでのプ

ロジェクトも、この大分周辺、特に別府湾周辺

でいろいろ調査させていただいたんですが、そ

れのテーマ担当ということでさせていただいて

おります。 

 今、御紹介ありましたけども、地震被害想定

の見直し等に関する有識者会議につきましては、

その前任の会長でありました京都大学の竹村先

生の方から、吉見が引き継げというようなこと

もありまして、指名されるような形で引き継い

でいるというような状況でございます。 

 大分には住んだことがないんですけれども、

もう２０年来関わっているところですので、い

ろんなところも存じていると。ですから、大分

とはかなり関わりがあるかなと思っております。 

 お手元に資料があると思いますけれども、南

海トラフの巨大地震について、私の方から御説

明をさせていただきます。 

 被害想定等の細かいところに関しましては、

今回説明はしません。それから、県の方の防災

想定の見直しに係る検討状況に関しましては、

後日、防災部局の方から御説明があるというこ

とで、その部分に関しては私は説明はしません。 

 今日のお話の内容ですけれども、南海トラフ

の地震といいますと、いろいろ国の評価、ある

いは国の防災想定など、ニュースをにぎわせて

いる状況があると思うんですけれども、そこに

関して、皆様の頭の整理といいますか、こちら

が理解している内容をお伝えするということを

主眼としております。 

 お手元にもあると思うんですが、今年の３月、
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中央防災会議のワーキンググループの方から、

南海トラフの巨大地震対策検討ワーキンググル

ープの報告書というものが出ておりまして、そ

こで、南海トラフの地震が起きた場合に想定さ

れる最大の被害ですとか、それに対する対策を

どうすればいいとか、課題とか、そういった報

告書が出ております。 

 このうちの、私は、ここでいうと左上、青い

ところ、南海トラフ沿いの巨大地震の被害の特

徴というのを生み出すに至るところの自然現象

に関して、現在の考え方を御説明させていただ

きたいなと思っています。それから、あとは大

分に特化したちょっと注視すべきことに関して

も、最後の方で触れさせていただきたいと思っ

ております。 

 国の南海トラフ地震の想定、長期評価という

んですけども、それは、南海トラフの地震とは

なんぞやということに関して、主に理学者、理

学研究者を中心とした地震調査委員会、これ、

地震調査研究推進本部の地震調査委員会という

ものがあるんですけれども、そこで、南海トラ

フの地震とは何ぞやというものをまとめたもの

を長期評価と呼びます。 

 その長期評価の内容を受けて、今度は防災想

定に落とし込むために、中央防災会議の方でワ

ーキンググループが組まれて、そこで、まずは

どういった地震動になるとか、どういった揺れ

になるとか、どういった津波になるかと、それ

を計算するためのモデル化をする、あるいは計

算手法を選定するというワーキンググループが

まず一つあります。 

 今度、そこで、自然現象の地震動の計算、あ

るいは津波の計算結果を基に、その後に今度は

被害想定をするワーキンググループがあって、

それらを一体として報告書が出ているというよ

うな状況です。 

 今日の私の御説明は、特にその一番上、長期

評価に関するところと、それから、南海トラフ

巨大地震モデル、地震と津波のモデル化に関す

るところに関しまして、御説明させていただけ

ればと思います。 

 あと、下には、南海トラフの地震が我が国に

とってとても大切な地震というか、大変重要な

地震であるということを示す例として、法律等

も整備されているということは皆様御存じのと

ころかと思います。 

 では、あとは理科の授業みたいになっていく

んですけれども、簡単に説明させていただけれ

ばと思います。 

 御覧になったことも皆さんある図だと思いま

すけれども、まず基本的なこととして、日本は

複数のプレートに囲まれていると。そのうち、

海から、太平洋プレートというのが東から、そ

れからフィリピン海プレートというのは南から

日本に向けて移動してきて、日本のところで沈

み込むということをしております。 

 日本自体は、ほとんどユーラシアプレートと

いうところに載っているんですけれども、そこ

とフィリピン海プレート、あるいは太平洋プレ

ートが沈み込むところで大きな地震が起きると

いうのが、日本周辺の海溝型の地震の特徴であ

ります。 

 これに関しては、手元の資料に動画は入って

いないんですが、こちらで少し、国土地理院か

ら昔出ていた動画ですけれども、国土地理院が

日本全国にＧＰＳの観測点を配置して、日本列

島の動きを捉えたものをうまく加工して、日本

がこんなふうに縮んでいるよというのをアニメ

化したものをここに載せております。 

 そうすると、何回か繰り返しますけれども、

我々のいる大分の辺り、ここでいうと紀伊半島

沖から四国沖にかけてのところが南海トラフと

呼ばれるところになりまして、それで、四国、

九州、それから中国地方がひしゃげているとい

うのが分かるかと思います。このひしゃげてい

るものが元に戻るときに大きな地震を起こすと

いうふうに理解されています。 

 このアニメーションでいうと、ちょっと北の

方、東北の方にも多少注目していただきたいん

ですが、これは３．１１の地震が起きるずっと

前、１９９６年から１９９９年の１２月までの

データを基に作った絵ですが、東北地方がぎゅ

っと絞られているのが見えると思います。この

動きが反転することで、東日本の大震災が起こ
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りました。 

 南海トラフの地震に関しては、今度はこちら

ですね。西日本がひしゃげている。その動きを

戻すような動きが起きる、これが南海トラフの

地震です。 

 では、今は地表から見ただけですけれども、

南海トラフの地震を起こすフィリピン海プレー

トとユーラシアプレートの間はどういう場所に

あるかというのを、どういう情報を基に算定し

ているかという例をお見せします。 

 今、このアニメーションで見ているのは、防

災科学技術研究所が全国で観測した地震計のデ

ータを基に、小さな地震がどこで起きているか、

震源の位置をプロットしたもので、赤い色が浅

い地震、どんどん寒色系、寒い色、青色になる

に従って深くなっていくというような絵ですけ

れども、ちょうどこんな感じです。 

 この今動かしている３次元のプロットですと、

今見えているのは東北から東、太平洋プレート

が沈み込んでいるような面になるんですけれど

も、深い方の地震というのは、ある面の上に並

ぶと。これは何かというと、それが正にプレー

トの境界。ここでいうと、太平洋プレートとユ

ーラシアプレートの境界というのがこういうと

ころにあると。そこでこすれて、小さな地震も

起きるわけです。 

 同じように、ちょっと見づらいんですが、こ

ちら、九州の下に沈む、この辺見えますかね。

この辺って、ちょっと左の方に見えている点群

があるんですけども、それがフィリピン海プレ

ートが沈んでいるものです。 

 このようにして、プレートの場所、地下での

場所というのも、もうかなりの精度で把握され

ているという状況になっています。 

 こうしたフィリピン海プレート、南海トラフ

に着目しますと、フィリピン海プレートが北西

に向かって沈み込むことによって何が起きてい

るかという話ですが、これはグーグルマップか

ら持ってきた海底地形の絵になっています。そ

うすると、右下、ちょうど私が今カーソルを入

れている、このしわくちゃになっているところ

となっていないところの境界の場所が、お手元

の図でも分かると思いますが、つるつるの場所

としわくちゃになっているところの境界が、海

が一番深くなっている南海トラフと呼ばれる場

所です。トラフというのは、深さ６千メートル

よりも浅い海溝のことです。なので海溝だと思

っていただければ構いません。 

 その南海トラフよりも北側の地面が、ぐしゃ

ぐしゃになっているというのが見てとれるかと

思います。これはなぜかというと、フィリピン

海プレートが、その海溝軸で今度斜めにどんど

ん沈み込んでいくわけですけれども、そのとき

に陸のプレートと一緒にくっついて沈み込んで

しまうためにひしゃげるわけです。もし二つの

プレートがつるつるに、プレートだけが勝手に

沈み込むのであれば、上は何も変形しないので、

こういったしわは起きないんですね。こういう

しわが出ているということは、海のプレートが

陸のプレートも一緒にくっついて沈み込んで、

そのためにひずんでいるということを意味して

います。その積み重ねがこの海底の地形になっ

ています。 

 さらに、一緒に沈み込んでいるんですけど、

あるとき耐え切れなくなって、こういったとこ

ろが南海トラフの地震の震源域と今されている

場所ですけども、これ、よく見る、中学校の教

科書等で見る絵でいうと、海のプレートが陸の

プレートの下に沈み込んで、ぎゅっとひずみが

たまって、あるとき戻るときに大地震を起こす

ということですけれども、その領域が面的に広

がっているのがこの南海トラフというところに

あたります。ここはすごく基本的なところを説

明しました。 

 それでは、その南海トラフの地震、これまで

どんなものが起きてきたか、今何が分かってい

るかというお話を簡単にしたいと思います。 

 左側の絵ですけれども、これ、地震調査研究

推進本部の方から出ている図です。南海トラフ

地震の震源域を、この赤で囲われている場所で

すけども、そこを六つに区分して、そのどこが、

過去、大きな地震を起こしたかというのを、縦

を年代で、西暦、横軸を場所ごとにプロットし

た絵が左側に示してある図です。 
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 一番上を見ていただくと、６８４白鳳地震と

いうのが書いてあるかと思います。それで、白

鳳地震の場合は、左側に赤い棒がもっと伸びて

いて、この赤い棒というのは、ちょうど南海地

震、紀伊半島沖から四国沖にかけての領域が確

実に動いたであろう地震と認識されているとい

うことです。 

 白鳳地震のところ、右側に黄色い点々があり

ますけども、これに関しては、動いたかもしれ

ないけどよく分からないというふうになってい

るところです。そうしますと、これは何を示し

ているかというと、南海トラフの地震の繰り返

しを示しています。 

 それから、途中にいろいろ数字が書いてあり

ますけども、このバーのところ、数字がいろい

ろ２０３とか２１２とか書いてありますが、こ

れは、この二つ、分かっている地震の起きた間

隔、年を表しています。これを見て、どんどん

近年の、下に行くと近年に来るわけですけども、

近年の方に来ると、大体９０年から１５０年の

間隔でこれまで南海トラフの地震が起きたんだ

ということを理解することができるかと思いま

す。 

 昔の南海トラフの地震をどうやって判別する

かなんですけれども、特に京都周辺には、古文

書、日記をずっと残しているお寺とかがありま

して、そういうところの史料などを探すと、い

ついつ大きな地震が起きたとか、どこどこで被

害が起きたとか、そういう情報がまばらにいろ

んなところで見つかると。そういうものを総合

してだんだん分かってきたのが、この年代と、

それから、それが南海トラフの地震だというふ

うにコンセンサスがほとんど取れてきたのがこ

のリストに載っているものです。 

 特徴は、強い揺れと大津波ということになり

ます。 

 この左側に示す絵のうち、揺れの強さの大体

の分布ですとか津波の高さの分布がよく分かっ

ているのは、１７０７年の宝永地震以降の３回

の地震に限られます。それは、１７０７年の宝

永地震と、１８５４年の安政東海、安政南海地

震。これは、３０時間離れて別々に起きた地震。

それから、昭和の東南海、南海地震に関しては、

２年間の間を置いて別々に起きた地震というこ

とになります。 

 参考までにですけれども、６８４年の白鳳地

震という日本で起きた年代が分かっている一番

古い南海トラフの地震ですけど、なぜ分かって

いるかというのをちょっとお見せします。 

 それが次にあるものです。皆様、御存じだと

思いますけども、日本書紀という史料がありま

して、そこに南海トラフの地震が起きたと書い

てあります。それを縦文字ではなくて横に書い

てしまっているんですが、こういったものがあ

ります。この天武天皇の１３年の冬１０月とい

うような記事で、ここにちょっと私が赤い字で

書いたのが、地震だというのが分かりやすいと

ころですけども、大地震が起きたと。国を挙げ

て、男女、人々が東西動いたと、皆さん慌てた

と。山は崩れて川は湧いたと。それから、いろ

いろ建物も全部壊れて、壊れた数は数知れずと

いうところが赤い字で書いてあります。 

 さらに、伊予の温泉が出なくなったと。これ

は、道後温泉のお湯が枯れたと。さらに、土佐

の国では田んぼが海になった、地盤沈降が起き

たと。 

 それから、さらにちょっと行くと、海が沸き

立って、調を運ぶ船、税の一つとして物を納め

る時代ですけども、それを運ぶ船が多数失われ

ましたということが書いてあります。 

 これを読むと、西暦６８４年に大地震、それ

から道後温泉の湯が出ない、それから土佐で、

高知で地盤沈降になった、それから津波が起き

たということが分かりますので、これは南海ト

ラフの地震だと分かるわけです。 

 このような積み重ね、ほかの地震もそういっ

た積み重ねがあって年代と場所が大体分かって

きたというような状況になっています。 

 ここで、次にお見せするのは過去３回です。 

この三つの地震のときの津波の高さ分布が、こ 

れは国の資料、中央防災会議の資料に出ていま 

すので、それを切り取って皆様にお見せしてお 

ります。 

 細かく説明するのはちょっと時間が足りなく
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なるんですが、大分のところだけ特出ししたの

を、一応私の方で付記しておりまして、昭和南

海地震、それから安政南海地震のときは佐伯で

１メートルから２メートル程度の津波で済んで

いると。ただ、一方、１７０７年の宝永地震の

ときには、佐伯市の米水津で１０メートルを超

える津波が襲ったということが史料から推定さ

れているということになります。 

 これは何が言いたいかというと、それぞれ南

海地震だ、南海トラフの地震だといっても、そ

のときそのときで津波の高さも分布も違うこと

がありますよということです。 

 次に、今度は揺れの、震度の分布を示します。

左側にある昭和の南海については、これは気象

庁の、気象台がもうありますので、その震度を

内挿したデータになっているようです。 

 右側の方は、いろいろ色が付いた点々がある

わけですけども、これは、それぞれどこどこの

まちで建物がどれだけ壊れたとか、壁が崩れた

とか、そういったそれぞれの被害状況を記した

日記、記録等を基に、今の震度に換算するとい

くつというのを書いたような絵になっています。 

 ちょっと注意ですが、左の図ですとオレンジ

色が震度５ですが、右側の方ではオレンジ色は

震度６になっています。ちょっと色が違います。 

 ただ、御説明しますが、昭和南海地震と安政

南海地震のときには、大分市でいうとどちらも

震度５程度の揺れが推定されていると。一方、

１７０７年の宝永地震に関しては、大分市のあ

たりは震度６になっている、かなり強い揺れに

なっていると。これも、揺れに関しても、南海

トラフの地震と一言で言っても違いがあります

よということを、過去の地震からも分かります

ということを御説明させていただきます。 

 それで、今度本題になるわけですけども、じ

ゃ、次の南海トラフの地震はどうなんだという

話になります。 

 ここで、これまで過去に何度も中央防災会議

の方で、地震動の算定、それから防災想定等が

行われてきたわけですけども、ここにお示しし

たのは、今年出た中央防災会議の資料から、震

度分布と、それから津波高のうち１ケースを持

ってきたものです。 

 右上、ちょっとまた色味が分かりにくいこと

はあるんですけども、赤っぽいほど揺れが強い

と。大分だと震度６強になる場所も少しあると。

大分で色が少し目立つのは震度６弱で、そのう

ちごく僅かに震度６強の場所もあるというよう

な想定震度分布が出されています。 

 それから、下の図ですと、これは津波高を示

した、これも色味で示されているから少し分か

りにくいかもしれませんが、大分県の南東部で

は、１０メートルを超える、十数メートルから

２０いかないぐらいの津波高が計算されている

というような状況で、これを基に被害分布等が

推定されています。 

 大分県が今やろうとしている津波等の計算で

も、こういった似たような結果が出てくるかな

と私は考えているところであります。 

 私の今日の説明は、この震度分布等を推定す

る前提条件は大丈夫かという話をしたいと思っ

ています。 

 その前に、ここでまたモニターの方を見てい

ただきたいんですけども、これは、今、東京大

学地震研所長をやっている古村先生が一般公開

用に公開している計算結果の動画です。南海ト

ラフの地震が起きたら、日本全国が揺れますよ、

揺れがどんどん伝わっていきますよという図で

す。 

 紀伊半島沖から破壊がまず東に伝わって、そ

の後にもう一回破壊が東海地域で起きて、次に、

もう一回紀伊半島沖から今度は西側に破壊が伝

わって、大分が揺れると。大分はよく揺れてい

ると思うんですが、大分がよく揺れるのは、軟

らかい地盤が結構厚く存在するから、そういう

ものも考慮した計算結果がこういうふうに示さ

れています。 

 実は、国の想定でされている計算よりも、こ

ちらの方がちょっと高度な計算をしているので、

防災想定にこれがそのまま取り入れられている

わけじゃないんですが、イメージ図として皆様

に今お見せしました。 

 皆様、御記憶の方もいるかと思うんですが、

実は南海トラフの地震に関しては、昔から防災
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想定されています。その一番最初だと思うんで

すが、２００１年に公表された防災想定のとき

の絵を持ってきました。 

 これを見ますと、まず右側の震度分布を見て

いただきたいんですが、２００１年の段階では、

大分の揺れは最大でも震度５強、６はない、ほ

とんどない揺れだったんです。ただ、今の２０

１３年、それから２０２５年の想定だと、大分

だと震度６強にもなるよと。この違いは何なん

だ。 

 それから、津波の高さに関しても、２００１

年の段階だと、場所によっては５メートルを超

えるけれども、１０メートル超とかそういうよ

うな計算結果は示されていなかったと思います

が、今はもっともっと増えています。 

 この背景について説明します。結論からいう

と、震源域を大きくしたということがあります。 

 この図ですと、黄色く囲われているところが、

これが２００３年、２０１１年より前までの防

災想定で考慮されていた南海トラフの地震の震

源域です。深さ１０キロメートルから３０キロ

メートルぐらいまでのプレート境界をモデル化

して、そこで地震が起こる。それから、そこが

動いて、回転面の変動が起きて津波が起きると

いうような計算をしていました。 

 ところが、２０１１年より後、東北地方太平

洋沖地震の教訓を考慮して、この図でいうと、

まず太い黒で囲まれている領域が、これが強い

揺れを起こす領域として広がって設定されたと。

大分に関するところですと、九州の沖まで震源

域が広がっているということが大きな変化かな

と思います。 

 もう一つ、津波に関しては、この黒いところ

に加えて、ピンクで色付けされているところ。

これはプレート境界でも浅いところ、海溝の沈

み込んだ場所から深さ１０キロメートルまでの

場所については、津波を起こす場所として考慮

しましょうと。これも３．１１の教訓となって

います。それがあって、大分に関しては地震動

が強くなっていますし、それから、全体的に津

波の大きさも高くなっていると。 

 ここで皆さんにお示しするのは、もう一つあ

りますね。この震源域を大きくするにあたって、

どういった考えだったかというと、南海トラフ

巨大地震の被害想定の第二次報告のところに、

大臣記者会見資料が添えられていまして、そこ

で、東日本大震災の教訓を大規模地震や津波対

策に取り入れるというのを基本的なスタンスに

するということが書いてあります。あとは、そ

うした東日本大震災の教訓で、想定外を避けた

ものを想定して、その後の被害想定も全部つな

げていくというようなことが書いてあります。 

 じゃ、それは何だというのを皆さんにお話し

します。そうすると、２０１１年より前、３．

１１の前に何を考えていたかということを簡単

に御説明しないといけないかもしれません。こ

こにお示ししている二つの図、ちょっと複雑で

すが、今から説明します。 

 まず、左は何かということですが、左で色付

けされているものと、数字が１９６８とか年代

が書いてありますけれども、これは、この東北

の沖で、その２０１１年より前までに起きた大

きな、マグニチュード８クラス、７の後半から

８クラスの地震の震源域、よく滑った場所です。

大きく滑って地震動なり津波なりを起こした場

所をプロットした絵になっています。 

 ２０１１年より前は、この領域ではこのぐら

い、それぞれの色別ですね。例えば、１９６８

のＡになりますけど、この紫のところが地震を

起こしましたよ。それから、１９６８年の十勝

沖地震だと、このちょっと大きめの青いところ

が二つ主に滑って、大きな地震を起こしました

よということしか分かっていませんでした。 

 これを見て何を考えていたかというと、地震

を起こす場所は、こういった特定の、プレート

境界のうちでも特定の小さなパッチ、ある程度

小さなパッチに限られていて、それ以外の場所

は地震を起こさないんだというのが定説になっ

ていました。 

 ただ、この右側に示す図は何かというと、こ

れは赤くなっているところは、最初の方にアニ

メーションで見せた、陸が変形していますよね、

ぎゅっと縮んでいますとなっている絵のデータ

を基に、じゃ、どこがどれだけくっついている
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かというのを逆算した結果を示したものがこの

右側の図になっています。 

 赤い色が濃ければ濃いほど、よくくっついて

いると。陸のプレートと海のプレートが一緒に

くっついて動いている。ですから、それが反発

するときには地震を起こすはず、今でいうとそ

う考える場所ですが、そういう場所が示されて

います。 

 そうすると、右の絵と左の絵を見て、全然大

きさが違うんですね。固まっている大きさが違

う。じゃ、この違いは何だと思っていたかとい

うと、左のように、強い地震動を起こす、一気

に滑る場所というのはこういう場所に限られて

いて、それ以外の場所は、何かよく分からない

けど、いつかつるつる滑って、こういったくっ

ついているものが解消されるんだと考えて納得

していたわけです。 

 たまるひずみの、ここでいうと４割が地震で

解放されて、６割は何か知らないけどずるずる

と戻るような動きで解消されるというふうに考

えていたのが２０１１年より前の状況。そう考

えていなかった方もいるかもしれませんが、こ

の考えが主流でした。 

 じゃ、３．１１で何が起きたかなんですが、

ここで左側に示す赤い図は、さきほどのこの右

側の図と同じだと思ってください。くっついて

いる場所の分布。右側は何かといいますと、東

日本大震災のときに実際に滑って、プレート境

界がくっついていたのが剝がれてぎゅっと戻っ

て、地震を起こした場所の等高線図、コンター

図になっています。単位はメートルですので、

２５メートル以上滑ったと、滑り戻ったという

ようなものになります。 

 この両者の分布を見てみると、左側で赤の色

が濃い場所と、右側の山が高い、よくくっつい

ている場所、コンターの大きいところ、いっぱ

い滑った場所というのは大体同じ場所になって

いるんですね。要は、くっついていた場所が戻

るという現象が起きただけです。 

 もう一度繰り返すと、２０１１年より前はく

っついているのは分かっていたけれども、その

全部が地震で解消されるわけではなくて、一部

は地震だけど、それ以外の地震じゃない動きで

解消されると思っていたので、ここの東北で起

きる地震の最大規模はせいぜいマグニチュード

８ちょっとですよと思っていたわけです。 

 ですが、実際に起きたのは、くっついてるの

が分かっていた場所は全部一気に戻ってしまっ

た。ですから、今まで観測していた地震よりも

一回り大きいものこそが本質だったということ

が分かったんですね。 

 ですから、プレートが沈み込んでいて、くっ

ついているのが分かっている場所は全部地震で

解放されると考えた方がいいというのが太平洋

沖地震の、３．１１の教訓です。ですから、思

い込みはやめましょうと。観測事実はちゃんと

素直に受け取りましょうというのが教訓のうち

の一つ。 

 それを頭に入れて、冒頭で見せた、日本がひ

ずんでいるという情報から逆算したプレートの

くっついている場所を示した図が、この今示し

ている絵になりますが、赤いところがくっつい

ている場所です。このデータは２０００年まで

のデータですので、３．１１も入っていないで

すし、ほかの地震も入っていませんが、そうす

ると、南海トラフのところを見ていただくと真

っ赤に塗り潰されています。こういうところは、

陸のプレートと海のプレートが今一体となって

ぎゅうぎゅう沈み込んでいる場所だと逆算でき

ている場所です。これを見ると、このくっつい

ている場所は全部震源にすべきだという判断に

なると。それで震源域が大きくなりました。 

 このデータですが、今お示ししているデータ

は陸のデータしか使っていないんですが、最近、

海上保安庁が、海の底にもＧＰＳに相当する、

地面の動きを長期間にわたって捉えられる装置

を付けて観測していまして、そのデータもくっ

つけて、今度逆算したのが右側にあります。 

 やはり同じように、この南海トラフの領域で

は、かなり広い領域がぐっとくっついていると。

ぴったりくっついて、海のプレートと陸のプレ

ートがくっついたまま沈み込んで、いつか地震

を起こすであろうということが想定されるとい

うことになっています。これが教訓その１です
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ね。 

 もう一つの教訓としては、今度は津波の波源

域の追加といって、浅いところも大きく滑りま

すというのを追加しています。これは何かとい

うと、さきほどの震源域は大きくなりましたと

いう図の中では、ピンクの網かけになっている

部分です。津波の計算のときだけ、ここも動か

して津波を起こすようにしています。 

 これは、ちょっと細かい話になるんですが、

さきほど２枚前、これで見せた図もそうですし、

この海上保安庁の図もそうですが、南海トラフ

に近いところ、トラフの軸といいますけど、沈

み込んでいる一番先端に近いところというのは

色が抜けています。要は、逆算する限りはくっ

ついているようには見えない場所、つまり、ひ

ずみがたまらない場所、たまっていないかもし

れない場所ですが、そういった場所も実は地震

のときに大きく動く可能性があって、それが動

くと、しかも津波の高さを劇的に増加させると

いうことになってしまうと。 

 ３．１１のときには震源域も大きかったんで

すが、大きい動きで波長の長い津波が起きたん

ですが、さらにこの海溝に近いところの浅いと

ころが大きく動くことによって、波長がちょっ

と短いけれども、非常に高い津波が来ました。

水の量は多くないんですけども、ただ、すごく

高い波になる、高い津波を起こさせる領域とし

てこういうものも想定しようというのが教訓そ

の２になっています。 

 実際に、中央防災会議が２０１２年、それか

ら２０２５年で計算している津波のモデルでは、

津波のときだけはこの浅いところも大きく動か

す、超大滑りと書いてありますけれども、そう

いうものを設定するということになったようで

す。大滑りとか超大滑りとか書いてありますけ

ども、それはなぜ設定しているかというと、３．

１１の教訓ということになります。 

 ということで、３．１１の前後で想定震源域

が大きくなり、さらに津波に関しては、浅い方

も滑らすことによって、最終的にそれより前の

防災想定用の地震動だったり津波高よりはるか

に高いものを今想定して対策しましょうという

ことが言われているわけです。 

 これは全て過去に起きたかどうかは分からな

いけれども、少なくとも２０１１年の３．１１

の教訓をいかすと、こういうことを設定せざる

を得ないと思われるものだと御理解いただけれ

ばと思います。 

 じゃ、津波に関して、大きな津波というのは

本当に発生するのかという疑問をお持ちだと思

うんですが、それを説明する、その答えとなる

証拠の一つが大分で見つかっているという話を

少しさせていただきます。 

 大分の佐伯の米水津の辺りよりちょっと南に、

今、龍神池と書いていますけど、名前のない池

がありました。これは、この左側の下は地形図

になっているんですが、何を示しているかとい

うと、太平洋に面してはいるんですけども、池

と太平洋の間に砂丘があって、この砂丘を越え

ない限り津波は入ってこないような池です。そ

こで、基本的には泥などがたまる環境なんです

が、大きな津波のときだけ砂が入ってくると。

そうしたものが見つかっています。 

 これは高知大学の岡村先生などが研究されて

いたんですけども、その結果ですと、大体３０

０年から４００年に１回大きな津波がこの龍神

池に入って、砂をためるということが分かって

います。 

 ですので、それぞれが南海トラフの地震に対

応すると、南海トラフの地震の中でも特に津波

が大きいものというのは、何百年かに１回起き

てきたということを示していることになります。

ということが、まず今日のメインのところでご

ざいます。 

 続いて、少しだけお話しさせていただきます

が、地震発生確率についてお気にされている方

がいるということで、簡単に説明させていただ

きます。 

 今年の９月に地震本部の方から、この南海ト

ラフの地震の長期評価の第二版の一部改訂とい

うのが出まして、そこで南海トラフの地震の発

生確率が多少変更になったというようなマスコ

ミ報道等もあったかと思います。 

 これは何かということを、ちょっと簡単に私
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のコメントをさせていただきますが、今までの

知見と大きな違いはないと認識していただけれ

ばと思います。この右上に示しています表のう

ち、網かけしているものは、これは今までの第

二版のもともとの評価で出されていたデータで、

今年１月の時点で８０％程度の発生確率がある

よということだけが示されていたと。 

 一部改訂になって、それが２種類示されて、

片方は６０から９０％、もう片方は２０から５

０％で二つありますというような話が出てきた

んですが、実はこの第二版の一部改訂も、確率

の低いほう、このＢＰＴモデルと書いています。

これはばらつき予想、地震を起こすときには、

いろいろな要因で起きる臨界点がばらつくでし

ょうと。臨界点がばらついたり、それまでの過

程がばらついたりするので、そういった揺らぎ

を考えることをＢＰＴといいます。BROWNIAN 

PASSAGE TIMEというんですけど、要はばらつい

ているという意味です。そういうばらつきを想

定したモデルというのは、これは実は第二版の

とき、２０１３年にも実は記載されていて、表

にはなっていなかっただけですので、これは新

しい情報ではないです。 

 あと、もう一つ上の滑り量依存ＢＰＴモデル

といって、これは新しく出てきたんですが、何

かＳＳＤ－ＢＰＴモデルという何かよく分から

ん、初めて聞く名前になっているモデルがあり

ますが、これは何かというと、かいつまんで言

って、次のスライドに行きます。 

 南海トラフの地震のときに、室戸岬の方の付

け根というか中間部にある室津港という港があ

りまして、そこで、宝永地震、安政地震、それ

から昭和の地震、三つの地震のときに地盤が隆

起した量がある論文で出されています。これま

では、論文に書かれているそれぞれの地震での

隆起した量、１．９メートルとか１．２メート

ルとかいろいろあるんですが、それぞれの量を

そのまま用いてきていろんな計算をしていたん

ですが、最近になって、その隆起量のデータと

いうのは信頼性に乏しいものもありますよねと

いう論文が出てきたと。そしたら、昔のデータ

は信用度が低いという扱いにして、ばらつきを

想定して計算してみたと。そしたら、いろんな

確率が出てきましたということだけです。 

 ですので、本質的には今まで出ていたデータ

とあまり変わらない。何が言いたいかといいま

すと、やはり宝永地震のときには大きく隆起し

て、安政のときにもある程度隆起して、昭和の

地震のときにも室戸岬のところはある程度隆起

して、その隆起量と滑り量の関係を見ていくと、

次の地震が差し迫っているという評価になるこ

とは変わりないです。ですから、ちょっと数字

としては違うように見えますけれども、今まで

の評価とそう大きく変わるものではないという

ふうに認識していただければなと私は思います。 

 大事なことは、やはり南海トラフの地震はど

んどん差し迫っていると。今すぐ起きるとは私

は思っていないですけども、少なくとも１０年

たてば前の地震から９０年になるわけで、２０

年たてば１００年になるわけで、今までの繰り

返し間隔から見ると、そろそろかなと思うのが

皆さん考えるところかなというふうに思います。 

 最後ですが、大分県で注意すべきことを二つ

指摘させていただきます。 

 もちろん、リアス海岸での高い津波、それか

ら強い地震動に関しては、それを見て対策する

ことは最優先なんですけども、それ以外に関し

て、２点だけ私の方から述べさせていただきま

す。 

 まず一つです。冒頭でもちょっとお話ししま

したが、これまでの南海トラフの地震というの

は、９０年から１５０年、あるいは古い方だと

二百何十年間隔で起きていますが、ここで着目

するのは、それぞれがどういう起こり方をした

かというところです。 

 １７０７年の宝永地震、それから８８７年の

仁和地震に関しては、全ての領域、ある程度広

い領域が一気に破壊した地震であろうというふ

うに思われています。そういう地震もあれば、

昭和の地震、それから安政の地震、それから正

平の地震のように、まず東が、東海地震、東南

海地震が起きて、その後に南海地震、西が起き

るというようなパターンも多いわけですね。次

の地震がどっちのパターンになるかは分からな
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いんですが、もし東が先に起きて西が後に起き

ることになると、次、地震が来る、もうすぐ地

震が来ることが分かっているのにという状況に

陥る。それが結構大きな問題になったなという

ふうに思います。 

 しかも、過去の例を見ると、昭和の場合は約

２年間の間隔があります。一方、安政それから

正平に関しては、３０時間だったり１２時間だ

ったりなので、前の地震が起きて一日二日のう

ちに起きるということが起きています。１０９

６年永長、１０９９年康和という、これも２年

以上の間隔があるということで、次の地震が分

かれて起きるときに、どのぐらいの時間間隔で

起きるかが分からないというような状況になり

ます。 

 それぞれが別に起きたときに、要は、全部が

一気に壊れたときと半分が壊れたときで、半分

が壊れたときの方が揺れが小さくなればいいん

ですけれども、どうもそうでもないと。 

 ここに示すのは、左側は、国の想定で全部が

一気に割れたときの震度分布と、西側だけが割

れたときの震度分布を持ってきていますが、こ

れだと大分の揺れは一緒です。 

 それから、津波の高さに関しては、これは右

側ですけども、全部が割れたときの方が若干高

くはなるんですけれども、西側だけが割れたケ

ースでもかなりの高さの津波が来るということ

で、大分にとっては半割れも全割れも、揺れ、

それから津波に関しては大きくは変わらない。

変わるのは、もう来ると分かっていながら待た

なければいけない、そういう状況に陥るという

ところが大きく違うということになります。 

 なぜ私がこの話をするかというと、皆さん御

存じだと思いますが、南海トラフの地震につい

ては臨時情報を発令するということが起きてい

まして、今年の８月には巨大地震注意というの

が出たと思うんですが、この半割れのケースは

確実に巨大地震警戒というようなものが出ます。

今年経験したのは注意だったと思うんですが、

警戒というのが出ます。 

 そうすると、何をすべきかという話なんです

が、まずは一つ、東側の地震が先に起きている

ので、大津波警報は恐らく出ていると、皆さん

避難しているという状況です。大津波警報が出

て皆さん避難している間に次の地震が起きれば、

まだ事前避難が良かったねということになるん

ですが、それが２年後かもしれない、あるいは

２週間後かもしれない、１か月後かもしれない、

誰も知らないということがありますので、その

間をどうするかというのは、今後、次に本当に

地震が差し迫るまでには何とかしていかなきゃ

いけない大きな課題かなと、大分では大きな課

題かなというふうに私は考える次第です。これ

が第１点です。 

 もう一つは、少し専門的になるんですが、長

周期地震動という問題があります。これは、大

きな地震のときにだけ特異に発生するゆっくり

した大揺れのことです。 

 というのは、地震のときに発生する地震の揺

れというのは、マグニチュードが大きくなれば

なるほど長い周期の成分も多く含まれるように

なっていきます。しかも、長い周期、ゆっくり

揺れる波というのは遠くまで伝わって、なかな

か減衰しない、弱くならないという性質を持っ

ています。ですから、大きな地震が起きると、

長い周期の構造物というのは結構警戒しなけれ

ばならないです。 

 さらに大分の場合、特に別府湾周辺の場合は、

軟らかい地層がかなり厚くたまっていますので、

長周期の揺れが増幅されてしまう、共振を起こ

して増幅してしまうということがありますので

注意です。 

 実は私、こういうことを２００６年の調査か

らやっているんですが、ここにお示ししていま

すのは、別府湾の岩盤がどれぐらい深いかとい

うのを示した鳥瞰図のようなものを下に入れて

おりますが、今我々がいるところですと、岩盤

まで２キロメートルちょっと、２キロメートル

半ぐらい行かないと岩盤に到達しない。それよ

り浅いところは、火山の砕石物とか、あと堆積

層がたまって比較的軟らかい地盤があります。

これが、別府湾全体がおわんのような形をして

いまして、ここで長い揺れが増幅されるという

ようなことになっていきます。 
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 ですので、ふだんは余り気にしなくていい高

層ビルとか免震建物とか、それから石油タンク

等ありますけども、そういうものは南海トラフ

の地震に備えて要警戒だというふうに私は考え

ています。 

 ちょっと実測なんです。私、大分に１か所地

震計を置いていまして、そこで去年と今年に比

較的大きな地震が起きたときの記録をちょっと

お見せして御説明します。 

 これは今年の１月に日向灘で起きたマグニチ

ュード６．６の地震でして、このぐにゃぐにゃ

しているのは何かというと、横軸が時間。ここ

でいうと２５０秒ですから、４分間ぐらいの波

形が描いてあります。このがしゃがしゃしてい

るのが地面が揺れているというのを示していま

すが、この後ろの方ですね。マニアックで申し

訳ないんですが、後ろの方だと、ぎざぎざが少

し幅が広くなって見えていると思うんですね。

ここは周期２．５秒ぐらいの揺れが比較的大き

く見えています。マグニチュード６．６だから

いいんですが、これが南海トラフの地震のよう

にマグニチュード９ぐらいになってくると、こ

の周期の揺れはもっと大きくなるでしょうし、

さらに長い周期の揺れももっともっと大きく含

まれるようになってきて、そういうものが大分

で増幅されるということがもう分かっています。 

 これは、今度は８月８日の日向灘のマグニチ

ュード７．１の地震ですが、やはり同じように

周期２．５秒ぐらいの揺れが大きくなっていま

して、ちょうど免震建物の免震周期に合うので、

怖いなというふうに私自身は思っているところ

です。ちょっと最後はマニアックでしたが。 

 今までお話ししてきたんですが、最後に私の

言いたいことを御説明します。南海トラフの地

震に向けた心構え、大事だと思うことをあげま

す。 

 次の南海トラフの地震の大きさを知る人は誰

もいません。それから、いつ起こるかも誰も知

らない。さらに、こういった国やこれから県が

出すような想定が、ちょっと大き過ぎるんじゃ

ないのというふうに思う、そういう感想を持つ

方も中にはいると思うんですが、大き過ぎると

いうふうに感じる根拠は、実は科学的には存在

しないんですね。これは認知バイアスといいま

す。この三つのことを頭に置いておくべきだと

思います。 

 さらに一つ、私は土木の出身ですから、言い

たいこととしては、対策をすれば確実に被害を

小さくできますので、いつ起こるか、どのぐら

いの大きさかは分からないけれども、とにかく

対策するということが大事だということを最後

に皆様にお伝えして、私の話を終わりたいと思

います。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

御手洗（吉）委員長 ありがとうございました。

以上で説明は終わりました。これより意見交換

に入ります。まず、委員の皆さんで発言された

い方は挙手をお願いします。 

堤委員 どうも今日はありがとうございました。

堤でございます。 

 今の話を聞いて、日常から我々がしておかな

ければならない対策、地面が揺れて、長期振動

で液状化されて、対策も立てようがないなと思

いながら聞いていたんですよね。 

 家とすれば、天井と洋服だんすなんか、突っ

かい棒しているんだけども、その程度ぐらいし

か我々としてはできないんですよね。そうした

場合は、どう根本的にやればいいんですか。 

吉見主任研究員 対策のフェーズっていくつか

あると思いまして、今おっしゃったのは、今住

んでおられる今の状況の家で何をすればよいか

という話だと思うんです。そうすると、今の状

況を変えるには、家具の固定ですとか、あとは、

例えば揺れたときに逃げられるように履物を近

くに置いておくとか、そうしたものしかできな

いと思うんです。 

 ただ、もうちょっと長期的に考えると、今、

耐震設計等は、もうこういった大きな揺れにも

対応できるようなものを造る技術がありますか

ら、そうしたものにどんどん置き換えていくと

いうことになるかなと思います。 

 ですので、今できることと長期的にやらなけ

ればならないことは別でありまして、長期的に

はやはり耐震性の高いものに置き換えていくと
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いう行動がいいかなと私は思います。 

 短期的には、今できることとしては当然家具

の固定であったり、それから、避難先をどうし

ようかとか、避難するとき困らないようにしよ

うとか、そうした心構えがとても大事だと思い

ます。 

堤委員 私が今住んでいるところは、砂地を埋

立てしているところなんだけども、結局、さっ

きの長期振動の場合、液状化現象というのが出

てきますよね。いくら頑丈な建物にしても、基

礎が、つまり地中まで杭を打っているわけでは

ありませんから、その前には対策をいろいろし

たとしても、結局潰れちゃうのかなという思い

が強いんですけど、そこら辺、しようがないで

すよね。 

吉見主任研究員 今回、私は液状化を入れてい

ないんですけども、確かに大きな地震になると

揺れがすごく長く続くと。液状化を起こすには、

強い揺れも大事なんですけれども、それが長く

続くということがとても大事なので、おっしゃ

られるとおり、液状化を起こす可能性のある地

盤がこの南海トラフの地震のようなすごく強く

長い揺れに襲われると、ふだん思ってもいない

ようなところまで液状化してしまうということ

が起こるのかなと思います。 

 ただ、じゃ、それで液状化を起こして家が潰

れるかというと、私は能登に行ったりとかいろ

いろしていますが、液状化で潰れているという

ものはないです。むしろ、液状化だと沈んでし

まうということがありますが、建物自体は維持

されているものをよく見ます。 

 ただ、それも条件がありまして、きちんと基

礎がしっかり全部くっついていると。昔風の建

物のように、柱の先にだけしか石がないような

状況だとがたがたになって、不等沈下というん

ですけど、それで建物がゆがんでしまって壊れ

る場合もあると思うんですが、基礎をしっかり

しておくと、全体が傾いたり沈んだりとかいう

ことはあっても、家が潰れて、それで亡くなっ

てしまうと、そういうことはさほど心配しなく

ていいのかなと、被災地を見てきた人間として

は思います。 

宮成委員 先週、大分の方もちょっと地震があ

ったんですけども、エリアメールとかが鳴って

も、もうそのときには揺れていたりと。それで、

本当のことを言って、言いづらいかもしれませ

んけど、先生方、こんな研究をされていたら、

少し早めに、もしかしたら１週間後ぐらいとか

３日後ぐらいに来るとか、そんなことを感じた

ことってやっぱりあるんですか。 

吉見主任研究員 御質疑ありがとうございます。 

 私も皆さんと一緒です。やはりいつ地震が来

るか分からないですし、それから、そういった

エリアメールで、来てびっくりすると。もちろ

ん震源域を見るときには、揺れてからエリアメ

ールが来て、役に立たないなというふうに感じ

たりするというのは一緒でございます。 

 ですので、最後に述べたように、いつ地震が

来るか分かっている人というのは本当にいない

のは、本当に本当です。 

戸高副委員長 せっかくなので、一言。 

 ２０年ぐらい大分に関わっているということ

なんですけども、活断層というものがやっぱり

あると思うし、九州でいえば、活断層による大

地震とか、西方沖とかも、確かあれは警固断層

だったですか、ありました。今回、プレートに

よる発生確率も含めて研究を行ったんですけど、

活断層とこのプレートの関係というか、それと

活断層の発生確率というか、そういう研究はど

ういうふうにされているのか。 

吉見主任研究員 ありがとうございます。 

 実は私、活断層の方が専門に近いです。今日、

南海トラフの話をさせていただいたのは、私も

こういった地震に携わる者としての、皆さんよ

り少し知っていることがあるので御説明させて

いただいたんですが、実は活断層の方が専門に

近いです。 

 それで、まず一つ目の質問、プレート境界の

地震と活断層の地震との関係ということでござ

いますが、定量的にはよく分かっていない  

というのが現状ではあります。 

 ただ、かつて、石橋先生ですか、兵庫県南部

地震が起きたときに、西日本は活動期に入った

ぞというようなことが言われていたと思うんで
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すが、あれは正しいのかなというふうに私は思

います。つまり、さきほど最初にお見せしたよ

うに、ひずみがたまっているわけですね。たま

っていて、大きな地震が起きる前というのは一

番ひずみがたまっている状況になっているはず

で、そうすると、それぞれの活断層にも大きな

力が働いているはずですから、活断層の地震も

起こりやすいと思った方がよいと。 

 実際、３．１１の地震、２０１１年の地震が

起きる前に東北でどんな地震が起きていたかと

いうのを考えますと、２００４年の新潟の中越

地震、それから２００７年の中越沖地震、それ

から、ちょっと目立たないですけど、２００３

年に宮城県でマグニチュード６．３ぐらいの地

震が起きていますし、それから２００８年に岩

手・宮城の地震というのが起きています。そう

いうものがかなり頻発したんです。２０１１年

以降は、もうほとんどないと。１回山形で地震

がありましたけど、ほとんど起きていないとい

う状況になっていますので、やはり大きな地震

の前は内陸の地震も活性化すると考えた方がよ

いと。 

 そういうことは、さきほど御指摘になられた

ように、大分県周辺にも活断層ってかなり多く

ありまして、それも今回防災想定で入れていく

わけなんですけれども、それらに関しても警戒

を怠ってはならないと言わざるを得ないかなと

思います。 

 特に、ちょうど今、機会なので申しますけれ

ども、大分市の直下、それから別府にかけて、

昔、別府－万年山断層と言われていて、今は中

央構造線断層帯のうちの一部区間ということに

なっていますが、そこの真上に県庁も市役所も

あるんですね。そういった状況ですので、揺れ

としては、南海トラフの地震よりもそういった

活断層で起きる地震の方が、直上、断層の上、

近傍でははるかに強い揺れになると思いますの

で、それへの警戒は怠ってはならないというふ

うに私は考えておりますので、是非是非活断層

の方も気にしていただければなと思います。 

福崎委員 素朴な質問で申し訳ないんですが、

こういうプレートで起きる、海底で起きる地震

は横揺れなのかな、さっき言った活断層とかい

う内陸のは縦揺れ地震なのかなという感じがす

るんですが、実際、縦揺れ地震と横揺れ地震と

よくあるんですけど、それってどういう地震か

教えていただけたらと思うんですが。 

吉見主任研究員 実際には、縦揺れ地震、横揺

れ地震というのは、そういう区分けはないんで

す。 

 ただ、縦揺れを強く感じる、直下地震のとき

に突き上げるような揺れを強く感じるというの

は、それは正にそのとおりでして、震源が近い

と、まずは、ちょっと難しいんですが、震源か

ら直接やってくる波が多いです。 

 横揺れ地震だとか遠くで起きた地震でゆらゆ

ら揺れるというのは、あれは震源から直接来る

波ももちろんあるんですけども、来た後に、い

ろいろ地表面で跳ね返ったりとか、そういった

後続波、続いてくる後続する波とか表面波とか

いうんですけど、そういったゆらゆら成分の多

く発達した波を感じる。それは縦揺れがないん

ですね。基本、横揺れしかしないので、ゆらゆ

ら揺れるように感じる。実際、そういうふうに

揺れている。 

 ただ、震源のすぐ上の場合は、震源から来る

波も、基本的に言うと、主要動、Ｓ波も上向い

たりしているんですね。ですから、何か斜めに

突き上げられたような動きを感じることが多い

と。 

 ただ、家の被害とか、山はちょっと分かりま

せんが、少なくとも家とか構造物の被害を見る

と、縦揺れの影響というのは余りなくて、ほと

んど、直下型地震でもほぼ横揺れで壊れている。

ただ、人間の感覚で、座ったり立ったりしてい

ると、人間の体って縦揺れの方を感じるんです。

横揺れは、人間は横揺れを止める装置がないの

で、自分で戻すしかないですけど、縦揺れとい

うのはどうしても物理的に揺れてしまうので、

怖く感じるということも相まって、直下型地震

のときは縦揺れが強くてびっくりしたというよ

うな話がよく出てくるものだと私は認識してお

ります。 

御手洗（吉）委員長 ほかはよろしいですか。 
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〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 委員外議員もないですか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 ほかに発言もないようで

すので、参考人からの意見聴取については終わ

りにしたいと思います。 

 吉見主任研究員におかれては、大変貴重で示

唆に富んだお話しを賜り、誠にありがとうござ

いました。 

 いただいた御意見は今後の議論の参考にさせ

ていただきます。 

  〔吉見主任研究員退室〕 

御手洗（吉）委員長 それでは、次第３その他

ですが、この際、この場で共有したいことがあ

れば、御発言をお願いします。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 特にないようですので、

これで終わりにしたいと思います。 

 委員外議員の皆さん、お疲れ様でした。 

 記者の方々や傍聴席の皆さんにおかれては、

御退席をお願いします。 

 委員の皆様は、内部協議を行いますので、こ

のままお待ちください。 

  〔委員外議員、記者、傍聴者退室〕 

御手洗（吉）委員長 それでは、内部協議を行

います。最初に今後の開催計画について、事務

局から説明をお願いします。 

事務局 それでは、今後の開催計画について、

説明します。 

 内部協議用資料１ページを御覧ください。 

次回の第４回委員会は、２月１７日の１週間

前議会運営委員会開催予定日に開催し、執行部

から取組状況について、説明を受けたいと考え

ています。 

１１月１９日に開催予定でしたが、延期とな

りました防災局、生活環境部と福祉保健部、そ

れに土木建築部を加えて一緒に説明を受けたい

と考えています。 

２月であれば、今回の大分市佐賀関の大規模

火災の対応も含めて説明を受けられるものと思

われます。 

そして、次の日の２月１８日から２０日に、

県外所管事務調査を計画しています。詳細な行

程については、後ほど説明させていただきます。 

次の第５回委員会は、令和８年第１回定例会

中、３月１０日の本会議終了後に、２回目参考

人招致を考えています。 

その参考人招致については、資料２ページを

御覧ください。 

参考人として、立教大学大学院の長坂俊成教

授と、レスキュー・サポート九州の木ノ下勝矢

理事をお呼びして、避難生活等の災害復旧・復

興について説明を受けたいと考えています。 

 今年度につきましては、以上のとおり、参考

人招致、執行部説明と県外所管事務調査等によ

り調査研究を進め、来年度には政策提言に向け

た議論を始めたいと思っています。 

御手洗（吉）委員長 それでは、説明のあった

今後の開催計画について、御意見はありません

か。 

原田委員 第４回委員会の開催時間を教えて欲

しい。 

事務局 午前中を予定していますが、他の行事

日程と調整したいと思います。何もなければ午

前中にお願いしたいと考えています。 

御手洗（吉）委員長 ほかに、いいですか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 次に、県外所管事務調査

について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 それでは、県外所管事務調査について

説明します。 

前回の第２回委員会において、県外所管事務

調査の日程・視察先については、委員長・副委

員長に御一任をいただいたところですが、先日、

日程調整のアンケートを行いまして、委員長、

副委員長と協議し、最も多くの参加が見込まれ

る令和８年２月１８日から２０日の２泊３日で

実施したいと計画しています。 

具体的な行程については、資料３ページを御

覧ください。 

前回の委員会でお話ししたとおり、輪島市を

中心に視察したいと考えています。初日の１８

日は、飛行機で東京へ移動し、午後から政策研

究大学院大学の西垣特任教授への訪問を計画し
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ています。 

西垣特任教授は、能登半島地震時に石川県副

知事として、震災時の災害対応の陣頭指揮をさ

れた方であり、当時の石川県の取組等、貴重な

お話をお聞きしたいと考えています。 

その後新幹線で金沢市まで移動し、初日は金

沢市で宿泊を予定しています。 

２日目の１９日は、金沢市内のホテルから借

上バスで、輪島市まで移動し、移動途中にも、

地震被害の大きかった門前海岸や、とうげマル

シェを立ち上げて復興に取り組む門前地区を視

察しながら、輪島市内に入る予定です。 

午後は、震災の情報発信拠点となっている復

興デザインセンターで、震災時の状況や復興の

様子等を地元の方からお聞きし、その後輪島朝

市通りの火災被害からの復旧状況や応急仮設住

宅等を視察し、その日は輪島市での宿泊となり

ます。 

３日目の２０日は、大分県への帰路となりま

すが、最寄りの能登空港より、羽田経由の飛行

機で、帰ってくる計画です。 

早速、飛行機やホテル等の手配をさせていた

だきたいと思いますので、よろしければ、お手

元に行程のアンケート表をお配りしていますの

で、１２月５日までに回答いただきますようお

願いします。説明は、以上です。 

御手洗（吉）委員長 それでは、説明のあった

県外所管事務調査について、御意見はありませ

んか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 それでは、２月１８日か

ら２０日にかけて石川県輪島市等を視察するこ

とに決定します。 

 詳細は委員長に一任いただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 最後に、全体を通して何か質問等はありませ

んか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

御手洗（吉）委員長 それでは、以上で本日の

委員会を終わります。 

 次回の委員会は、２月１７日に開催し、時間

は後日通知しますので、よろしくお願いします。 

 お疲れ様でした。 


